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 本研究では正常副腎 10 例、特発性アルドステロン症(Idiopathic hyperaldosteronism;IHA)9
例、APA31 例の、合計 50 例を対象とした。各症例には CYP11B1 と CYP11B2 および cytochrome 
P450c17(CYP17)の免疫組織化学を行い、染色の強さと陽性率を総合して評価する H-scoreを算出
し、半定量的に解析した。APA27例に対し蛍光免疫染色を行い、同一細胞でCYP11B1およびCYP11B2
が共発現している Hybrid cells(Hybrid cells タイプ A)、同一細胞で CYP11B2 および CYP17 が
共発現している Hybrid cells(Hybrid cells タイプ B)、同一細胞で CYP11B1 および CYP17 が共
発現している Hybrid cells(Hybrid cells タイプ C)について、その細胞群の面積比、細胞個々
の面積、各染色強度について検討し、半定量的に解析した。更に CYP11B1、CYP11B2、CYP17の蛍








大部分の領域で CYP11B1および CYP11B2が共に陰性、CYP11B2および CYP17が共に陰性、CYP11B1
および CYP17 が共に陰性の細胞であった。CYP11B1 および CYP11B2、CYP11B2 および CYP17 が共
に陰性の細胞は他の細胞に比べて個々の細胞の面積が有意に大きかった。Hybrid cells に関し
てはタイプ Aがより多く認められ、ごく少数であるが Hybrid cellsタイプ Bが、少数の Hybrid 
cells タイプ C が認められた。これらの Hybrid cells の動態と、性差、年齢、腫瘍径、デキサ
メサゾン抑制試験後の血中コルチゾール濃度の間には有意な相関関係は認められなかった。また









えられた。これらの腫瘍細胞の面積は Hybrid cells に比して有意に大きく、細胞質内に多くの
脂肪滴が蓄積されより低いステロイド合成動態を示しているものと考えられた。また今回の検討
で 3 種類の Hybrid cells が APA に存在し、APA のごく少数の細胞ではコルチゾールとアルドス
テロンが同時に合成、分泌されている事が初めてわかった。CYP11B1は、正常副腎では束状層に
おいてコルチゾール合成に関わっておりアルドステロン合成を行う球状層では発現していない。
しかし過去の in vitro の実験では、腫瘍細胞で CYP11B1 がアルドステロン合成の一部を担うこ
とも示されていた。今回の検討では CYP11B1, B2 が同じ腫瘍細胞で発現している群が認められ、
上記の in vitro の所見と矛盾しないものと考えられた。また、APA の腫瘍細胞では CYP11B1 と
CYP17が同時に発現する Hybrid cellsタイプ Cが見られ、APAでもコルチゾールが産生される可
能性が示された。更に、APA の腫瘍細胞では CYP17 と CYP11B2 双方が同じ腫瘍細胞で発現する
Hybrid cells タイプ B および CYP11B1、CYP11B2、CYP17 が同一の細胞で共発現している
triple-positive cells が認められた。この所見は、 Hybrid cells タイプ B および
triple-positive cellsではアルドステロンだけでなくコルチゾールも過剰合成している可能性
があると考えられ、今後これらの細胞について臨床病理学的に内分泌上の特徴を明らかにしてい
く必要があるものと考えられた。 
